
 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<自
みずか

ら考
かんが

えて行
こう

動
どう

を>～児童
じ ど う

生徒
せ い と

総会
そうかい

～ 
新
あら

たな硫黄島学園の伝統
でんとう

を作
つく

るため、後期児童

生徒会が誕生
たんじょう

しました。自ら考えて行動できる

児童生徒会になれるよう期待
き た い

しています。 

 

 

 

 

 

<行事
ぎょうじ

などの多
おお

かった 11月
がつ

> 

～４日
よ っ か

（金）
きんようび

前
ぜん

期
き

生
せい

稲
いな

村
むら

岳
だけ

登
と

山
ざん

～ 
 

 

 

～８日
よ う か

（火）
か よ う び

警
けい

察
さつ

官
かん

講
こう

話
わ

～ 
 

 

 

 

～１２日（土）
ど よ う び

ＰＴＡ芋掘
い も ほ

り～ 
 

 

 

 

～１８日（金）
きんようび

学校
がっこう

保健
ほ け ん

委員会
いいんかい

～ 
 診療所

しんりょうじょ

のガイトンさやかさんを講
こう

師
し

に迎
むか

え、

「思春期
しし ゅ ん き

の子供が“いま”に気付
き づ

くこと I con と This 

is me.それからウサギとカメ、みんなのストップボタ

ン」という題
だい

で講話
こ う わ

をしていただきました。子供たちに

は自己
じ こ

肯定感
こうていかん

・自己
じ こ

効力感
こうりょくかん

を 育
はぐく

むことが大切
たいせつ

である。

診療所から見える学園
がくえん

の 姿
すがた

に気付
き づ

かされました。 

<優秀
ゆうしゅう

教 職 員
きょうしょくいん

表 彰
ひょうしょう

>～地域
ち い き

連携
れんけい

～ 
 本校

ほんこう

の西
にし

希
き

里子
り こ

教諭
きょうゆ

が鹿児島県
か ご し ま け ん

優秀教職員表彰を受
う

けました。地域連携部門での受 賞
じゅしょう

です。地域の方々か

らの 協 力
きょうりょく

あっての受賞です。皆さん、ありがとうござ

いました。（２６日付 南日本新聞に掲載されています。） 

 

 

 

 

 

《おしらせ》 

１２月１０日（土）校内
こうない

持久走
じきゅうそう

大会
たいかい

を実施
じ っ し

します。 

１０：３５…開会式
かいかいしき

 １０：４５…スタート 

地域の方々の飛
と

び入
い

り参加
さ ん か

、大歓迎
だいかんげい

です！！ 

 

令和４年 11月号 

〈学園
がくえん

パワーで硫黄島をもっと元
げん

気
き

に〉～心
こころ

を一つに最高
さいこう

の文
ぶん

化
か

祭
さい

～ 

           12日（土）
ど よ う び

地区
ち く

体育館
たいいくかん

で文化祭が行
おこな

われました。地
ち

域
いき

の方々
かたがた

が

たくさん来
き

てくださり、子供
こ ど も

たちは良
よ

い緊
きん

張
ちょう

感
かん

で舞
ぶ

台
たい

に上
あ

がること

ができました。 

           総合的
そうごうてき

な学習
がくしゅう

の時
じ

間
かん

「地球科
ジ オ か

」・各教科
かくきょうか

で学習したことを各学年
かくがくねん

が知恵
ち え

を絞
しぼ

って工
く

夫
ふう

を凝
こ

らした発表
はっぴょう

になりました。１・２年生は国
こく

語
ご

で学習した「スイミー」を硫黄島バージョンにアレンジした劇
げき

を。３・４年生は写真
しゃしん

をふんだんに使
つか

い、テレビ番組
ばんぐみ

や YouTube

動画
ど う が

のような硫黄島のいいとこ紹介
しょうかい

を。５・６年生は「地球科」で

SDGsの観点
かんてん

から硫黄島の環境
かんきょう

問題
もんだい

について学んだことをプログラ

ミング学習で習得
しゅうとく

した ICT技術
ぎじゅつ

を活用
かつよう

しての発表
はっぴょう

を。後期生
こうきせい

は

「 Q 1
キューワン

グランプリ」～ダンスを添
そ

えて～と題
だい

して、会場
かいじょう

の皆
みな

さん

に参加
さ ん か

していただくクイズとキレキレのダンス発表を。その他
ほか

、

合奏
がっそう

・合唱
がっしょう

・たけんこ学級
がっきゅう

の「ガンバレ小・中学生」・職員
しょくいん

バン

ド。そして、前期生の体育
たいいく

「やればできる」では、練習
れんしゅう

で一度
い ち ど

も

成功
せいこう

しなかった跳
と

び箱
ばこ

に成功した莉
り

晏
あん

さん・静
しずか

さん・逸
いっ

聖
しょう

さん・ 

櫻
さくら

さんに「挑戦
ちょうせん

することの大切
たいせつ

さ」を学
まな

ばせてもらいました。 

           来年度
らいねんど

は、地域の皆様にも舞台に上がっていただけたらと思っ 

ております。よろしくお願いします。 

 

伝統
でんとう

芸能
げいのう

の継承
けいしょう

について   校
こう

長
ちょう

 石岡
いしおか

秀
ひで

久
ひさ

 

ここ硫黄
い お う

島
じま

では、多
おお

くの伝統芸能が引
ひ

き継
つ

がれています。県
けん

指
し

定
てい

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

でもある八朔
はっさく

を初
はじ

め、盆踊
ぼんおど

り、九
く

月
がつ

踊
おど

り、柱
はした

松
まつ

…。 

人口
じんこう

や若者
わかもの

が減少
げんしょう

する中
なか

、伝統芸能を引き継いでいくことが、

どれほど困難
こんなん

なことか、準備
じゅんび

や練習
れんしゅう

の様
よう

子
す

を見
み

るとしみじみと感
かん

じ取
と

れます。八朔と起
き

源
げん

を同
おな

じにすると思
おも

われるいちき串
くし

木
き

野
の

市
し

の

「七夕
たなばた

踊
おど

り」も来
らい

年
ねん

度
ど

から行
おこな

わなくなっていることからも継承の

難
むずか

しさを考
かんが

えさせられます。 

伝統芸能が廃
すた

れていく過
か

程
てい

があるように思います。 

１ 人口の減少及
およ

び高
こう

齢
れい

化
か

 

２ 旧暦
きゅうれき

で実施
じ っ し

していたのを実施
じ っ し

月
つき

の第
だい

一
いち

日
にち

曜
よう

日
び

のように変更
へんこう

 

３ 地
ち

域
いき

で実施困難になり、学校
がっこう

の運動会
うんどうかい

や文
ぶん

化
か

祭
さい

などの行事
ぎょうじ

 

と抱
だ

き合
あ

わせ 

（４ 子供の減少により、学校閉校
へいこう

） 

歌
うた

、踊
おど

りを伝
つた

えるお年
とし

寄
よ

りの存在
そんざい

も大
だい

事
じ

だと思います。先
せん

祖
ぞ

代
だい

々
だい

守
まも

り続
つづ

けてきた伝統芸能です。今
こん

後
ご

も末永
すえなが

く引
ひ

き続
つづ

いていければい

いなと感
かん

じることでした。 

変
か

わらないもの、変
か

わりゆくものが、どの社会
しゃかい

でもあります。学

校も同様
どうよう

かと思います。硫黄島の伝統芸能のように、地
ち

域
いき

に末永く

親
した

しまれる学校の創造
そうぞう

に努
つと

めてまいります。今
こん

後
ご

ともよろしくお願
ねが

いします。 

会長：白石れもん  副会長：海老原太陽  書記会計：松下寛大 


